
581CHEMISTRY & CHEMICAL INDUSTRY  │  Vol.79-8 August 2026

IUPAC通信

　「化学と工業」誌では，2025年 2月号
より「IUPAC通信」と題して，化学分野
の国際的連合組織である International 

Union of Pure and Applied Chemistry

（IUPAC; 国際純正・応用化学連合）の活
動内容を継続的にお伝えしている。第 9

回は，筆者である岸村がメンバーを務め
ているポリマーディビジョン（Division 

IV）についてお伝えしたい。
　これまでの記事で紹介されてきたとお
り，IUPACでは，命名法のルール化や化
学関連の専門用語の厳密な定義などを通
じた科学のための共通言語の提供，ある
いは，科学の発展のために不可欠な技術
標準を作る活動が，中心的かつ伝統的な
ものとなっている。これらの活動は，主
に分野ごとのディビジョンやその下にお
かれたサブコミッティーにて行われる。
一方で，第 6回で紹介されたとおり，
IUPACは化学の世界で唯一無二の国際
機関であり，社会で果たすべき役割も大
きいため，現在，その役割や組織の在り
方が議論になっている。
　ポリマーディビジョン 1）では，無論，高
分子化学に関する内容が中心ではある
が，4つのサブコミッティーがあり（Sub-
committee on Polymer Education, Subcom-
mittee on Modeling of Polymerization Kinet-
ic s  and Processes ,  Subcommittee  on 

Structure and Properties of Commercial 

Polymers, Subcommittee on Polymer Termi-
nology（SPT）），それらを中心に非常に活
発な活動が行われている。世界各国から
若い世代も多く参加し，彼らは既存の矩

のり

を超える活動もしており，今後の IUPAC

の可能性を期待させるものであるが，

ディビジョンにおいても大変存在感のあ
る活動をしている。つまり従来から存在
するサブコミッティーの中でも，パワフ
ルかつエキサイティングな仕事をしてい
る。今回は，そのような状況も踏まえ，
そんな若手も活躍するサブコミッティー
の1つ，SPT 2）で長年にわたって活躍され
ている，北海道大学の中野環教授にその
様子と，活動の魅力をうかがった。
――SPTはポリマーディビジョンの中で
も活発に活動しており，中心とも言える
存在ですね。まず，先生が SPTに入られ
たきっかけを教えて下さい。
　きっかけは高分子学会の命名法委員会
でした。そこの委員をしていたのです
が，私の恩師である北山辰樹先生が当時
の委員長で，北山先生から IUPACのSPT

へのお声がけがありました。当時は年配
の先生が差配して仕事を引き継ぐことが
慣習的に可能でしたが，ボランティアに
近い仕事であることもあり，現在ではそ
れは難しくなっていると感じます。命名
法や用語というのは，学問の進歩ととも
にアップデートする必要があり，継続す
る必要があります。今回のような記事
で，1人でも多くの方にその意義や魅力
を知ってもらい，少しでも若い世代に加
わってもらえればと思っています。
――なるほど，世代を超えて伝えていく
必要がある，意義深い仕事だということ
ですね。それでは，SPTのお仕事の内容
について少し具体的に教えて下さい。
　その名のとおり，terminology（専門用
語）を策定するところです。化合物名に
対しては命名法（規則）を決めますが，
それに留まらず，高分子化学で扱うすべ

ての物・事を表す用語を策定します。誰
かが「この物質の呼び方は曖昧だ」，「こ
の概念にきちんと名前を与えるべきだ」
と思い立てば，それがプロジェクトの種
になります。言葉を整理し，誤解や混乱
が生じないようにすることは，研究者が
議論をスムーズに進めるための土台を作
ることであり，大変重要な意義がありま
す。1つのプロジェクトは，当初は期間
3年で組まれますが，延長されることが
多く期間は厳密ではないので，恐れるこ
となく肩肘張らずにプロジェクトを提案
できます。一方，プロジェクト内では驚
くほどたくさんの議論をします。皆さん
が日常的に行っておられる研究の議論と
は異なりますが，徹底した議論の果てに
文書（論文）としてまとめるという点は，
研究と大きな差はないと思います。その
意味で，研究経験を持つ人であれば誰で
あれこの仕事をするポテンシャルがあり
ます。そして，日頃から少しでも違和感
を感じている用語の使い方がある場合，
それを率直に提案してもらえればプロ
ジェクトになると思います。現在私が主
導しているプロジェクトに高分子集合体
に名前をつける‘Aggregates’というもの
がありますが，これは，みんなで順番に
アイデアの出し合いをしているときに，
特段深く考えもせずにやったら面白いか
もしれない程度の気持ちで提案したもの
です。プロジェクトを提案すれば，賛同
する人たちが仲間（タスクグループメン
バー）になってくれて，長期間にわたっ
て議論に付き合ってくれます。結局，こ
のプロジェクトは開始から 7年かかって
ようやく完成に近づきつつある状況です

第 9回：ポリマーディビジョン 
―サブコミッティーは，「研究」とは異なる国際舞台だ―
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が，これまで使われてきた言葉の背景を
理解して整理する仕事でもあり，また，
策定した用語が原因で混乱をきたすよう
では困りますので大変に時間がかかりま
す。人が物事に名前を付けるとき，馴染
みのある別のものになぞらえることはよ
くあります（例えば猿の横顔に似た形の
ボルトを締める道具を「モンキーレンチ」
と呼ぶように）。集合体の名前はこの方
式で付けられることが多く，名前は命名
する人の文化的背景と強く結び付いてい
て，とても面白いところです。しかし異
なる背景を持つ人たちにはピンとこない
ものがたくさんあります。例えば，粒粒
が集まったような構造体の呼び名とし
て，欧米の方は「ラズベリー」のように
表現しがちですが，日本人にはピンとこ
ず，「イクラ」とか「とびっこ」と言った
ほうが，よっぽどわかりやすいのです。
こういうところをできるだけ偏りなく整
理しようとしています。
　議論を掘り下げて練り上げた用語集が
国際標準になって世界で使われることに
なれば，学術的に大変意義深いことであ
り，やりがいのある仕事です。こうした
活動は華やかなものでありませんが，委
員は情熱をもって，かつ，冷静沈着に用
語を策定し続けています。研究者が心血
を注いで生み出す貴重な研究成果が，誤

解のない「テキスト」により，成果を楽
しむ，あるいは利用する人たちに理解さ
れるよう SPTは言葉の整理をしている
のです。
　IUPACの小委員会というと，IUPAC

自体が大変立派な組織なだけに，いわゆ
る偉い方（特に欧州の方々）が多くて近
づき難い集団という印象を持たれる方も
いるかもしれませんし，かなり以前には
そういう面もあったのかもしれません。
しかし現在では，一時は少なかったアメ
リカ合衆国の委員が増え，特に若い世代
の方々が活発に仕事をリードしていま
す。欧州に限らず，幅広い地域や国を包
括した集団となっており，そのため参加
者の多様性が非常に大きく，これはよく
ある研究会や学会にはない魅力です。ま
た，SPTの用語法（命名法）策定の成果
は，IUPACにオーソライズされたものと
して公開され，さらに，IUPACの国際誌
である Pure and Applied Chemistry 3）にも掲
載されるので，きちんとした業績になり
ます。
――SPTの活動の重要性がよくわかりま
した。では，先生が参加されたプロジェク
トで，印象的だったことを教えて下さい。
　SPTの仕事を始めた頃，立体化学の用
語のプロジェクトに関わりました。英語
を母国語とするほかの委員の語彙に全く

ついていけず，非常に苦労しましたが，
そのおかげでたくさんの英語の表現を勉
強できました。例えば，タクティシティ
（立体規則性）が「有る」ことを言うので
あれば，「無い」あるいは「不明である」
ことも言うべきであり，わかってないと
ころも含めて表現を考えようという意見
が出てきました。そこで，いろんな可能
性を検討し「アグノスティック」等の私
などには馴染みのない語がいくつか提案
されていました 4）。結局，文書をあまり複
雑にしない方向に議論が進み，そうした
用語は採用しませんでしたが，ほかの言
語背景を持つメンバーがそういう概念や
考え方をごく自然に提案してこられたこ
とが，私にとって大変勉強になった点で
した。自分には到底できない表現がほか
の言語背景を持つ人なら簡単にできるこ
とがある，という文化的な学びでありま
した。科学を言語化していくようなプロ
セスは，とても楽しくて有意義です。別
の例として，また Aggregatesでの話に戻
りますが，私が分岐構造を示すつもりで
タコみたいな絵を描いても全く伝わら
ず，ほかの人に描き直してもらってやっ
と話が通じたことがありました。言葉以
前の絵であっても，自分が常識だと思っ
ていた表現が伝わらないことは多々ある
ことを身を持って理解しました。
　それでも，文化的，言語的背景の全く
異なる委員と協力して議論を進め共同で
文書（論文）をまとめなければならない
のですが，では，どうすればよいでしょ
うか。これまでの経験で最も簡単，かつ，
有効であることがわかったのは，周りに
いる仲間と話しをして助けてもらうこと

中野環先生（左）と筆者（右）
中野先生には優しい語り口で深い話を語っていただいた。
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でした。絵でもジェスチャーでも口笛で
も，使えるものは何でも使って言いたい
ことを周りに伝え，知恵を貸してもらっ
てことを進めることは誰にでも十分に可
能です。こういう経験を私のような者が
1人で楽しませていただいているのはあ
まりにもったいない話です。ぜひ，若い
方々に入っていただき，若いうちにたく
さん面白い経験をしていただきたいと思
います。ただそういう議論は，オンライ
ンだけではなかなか難しいかと思います
ので，一度は現場に行って本当の仲間に
なるのが大事でしょう。また，SPTの仲
間の皆さんとは共同研究を目的に集まっ
ているのではありませんが，いつもの学
会では知り合う機会のない分野の皆さん
と研究の話しをすることも，もちろん楽
しめます。
　一方で，委員の多様性が大きく，研究
討論に比べて議論の範囲が広くなりがち
なことから，会議を進めるのが簡単でな
い部分もあります。共同研究の議論など
とはずいぶん趣旨の異なる国際的な会議
での議論の進め方についてたくさん勉強
させていただくことができました。あう
んの呼吸などは存在せず，忖度も遠慮も
ない関係の皆さんと話を詰め，それで全
員が納得した文書を完成させる，そうい
う会議を何とか進めることを学ぶことが
できました。こうした点についても，若
い方に体験していただければきっと先々
に役立つことになるでしょう。
――学術の根幹をなす部分を，人と人と
のつながりをもとにした信頼関係に基づ
き，国の壁を越えて作り上げているので
すね。それは国際協力，国際協調の文脈

で，今の時代にこそ重要性が増している
と思いました。組織改革を行っている
IUPACが目指そうとしている役割も，実
は根っこの活動に含まれているのだな，
と改めて思いました。このたびはどうも
ありがとうございました。また改めて，先
生の SPTでのご経験や成果を詳しく聞
く場が設けられればと思っております。

　用語策定に興味をもった方はもちろ
ん，国際経験を増やしたい，英語で議論
や仕事を回してみたい，という方も，サ
ブコミッティーの活動にチャレンジして
みてはどうだろうか。中野先生は「英語
での議論は難しいのでは，と思われる方
もおられるかもしれませんが，私個人
は，AIベースの翻訳ツールでも何でも貪
欲に使って，まずは飛び込んでほしいと
思います。この会議は，通常の研究発表
とは異なり，議論することが目的ですか
ら，必ず参加者はあなたの発言に耳を傾
けてくれます。私の中学生レベルの発話
能力でもなんとかなっていますし，それ
でも発言することで，局面が変わること
があるのです。このような機会にチャレ
ンジしない手はありません」と言う。
　IUPAC賛助会員委員会では，今年度よ
り，こういった活動にチャレンジしたい
若手研究者を応援するために IUPAC賛
助会員委員会 International Young Chemist 

Award in Japan（IUPAC_IYCAJ賞）を創
設している 5）。本稿の掲載時点では，2026

年の応募締切には間に合わないかもしれ
ないが，今後も継続していく予定である
ので，ぜひとも応募していただければ幸
いである。また，この賞の応募に間に合

わなくても，IUPACの活動は皆さんに開
かれている。SPTやその他のサブコミッ
ティーには，興味があれば，オブザー
バーとして参加することもできる。興味
が湧いた方は，日本化学会 IUPAC賛助
会員委員会担当あるいは岸村までご一報
いただきたい（なお，本活動の一部は
IUPAC賛助会員委員会の各企業から支
援を受けております。日頃からのご協力
に感謝申し上げます）。
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〔岸村顕広（大阪公立大学大学院 
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2025年 7月のクアラルンプールでの SPT会議
（個別プロジェクト）の様子
服装の規定はなく，壇上でパソコンをかざして
持論を力説する人もいる。
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